
日 本 標 準 産 業 分 類 第 １４ 回 改 定 案 （Ｉ－卸売業，小売業）

改 定 理 由

小分類
番号

細分類
番号

小分類
番号

細分類
番号

536 再生資源卸売業 536 再生資源卸売業

5369

その他の再生資源卸売業
主として繊維ウエイスト，カレット（ガラスくず），く

ずゴム及び他に分類されない再生資源を集荷，選
別して卸売する事業所をいう。

建場業，同附随回収業も本分類に含まれる。
○繊維ウエイスト問屋；くず繊維卸売業；ぼろ（繊維
くず）卸売業；カレット（ガラスくず）卸売業；カレット
（ガラスくず）集荷業；古ゴム問屋；古ゴム卸売業；
古ゴム集荷業；くずゴム集荷業；建場業；仕切場；く
ず物回収業；プラスチック再生資源卸売業；古材卸
売業
×廃プラスチック類処理業［8822］；再生プラスチッ
ク成形材料製造業［1851］；廃プラスチック製品製
造業［1852］

5369

その他の再生資源卸売業
主として繊維ウエイスト，カレット（ガラスくず），く

ずゴム及び他に分類されない再生資源を集荷，選
別して卸売する事業所をいう。

建場業，同附随回収業も本分類に含まれる。
○繊維ウエイスト問屋；くず繊維卸売業；ぼろ（繊維
くず）卸売業；カレット（ガラスくず）卸売業；カレット
（ガラスくず）集荷業；古ゴム問屋；古ゴム卸売業；
古ゴム集荷業；くずゴム集荷業；建場業；仕切場；く
ず物回収業；プラスチック再生資源卸売業
×廃プラスチック類処理業［8822］；再生プラスチッ
ク成形材料製造業［1851］；廃プラスチック製品製
造業［1852］

現在は、古材に関する分類項目と内容例示がないため、その他の
分類項目を除き、細分類「0611 一般土木建築工事業」、「0651木造
建築工事業」、「0661建築リフォーム工事業」、「0781床工事業」、
「0782内装工事業」、「0793木製建具工事業」、「1211 一般製材
業」、「5311木材・竹材卸売業」、「5369その他の再生資源卸売業」、
「6094建築材料小売業」、「6098中古品小売業（骨とう品を除く）」の
いずれかに分類される可能性があり、調査ごとに分類項目が異なっ
ているおそれがある。

古材の経済実態を適切に把握できるようにするためには、特定の
分類項目において内容例示を追加し、その位置付けを明確化する
ことが効果的である。

古材の流通に関わる産業は材木店や工務店などが多いと考えら
れ、古材の加工や工務店等への販売を行い、流通の中心的な役割
を担う材木店には一定程度の専業が見込まれるため、古材卸売業
としての内容例示の追加を提案する。

この中分類には，主として建築材料，化学製品，鉱物・金属材料，再生資
源を仕入卸売する事業所が分類される。

この中分類には，主として建築材料，化学製品，鉱物・金属材料，再生資
源を仕入卸売する事業所が分類される。

改 定 素 案 現 行（ 第１３回 改定 ）
中分類５３－建築材料，鉱物・金属材料等卸売業 中分類５３－建築材料，鉱物・金属材料等卸売業

総 説 総 説
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